
永野重雄副会長と握手する金正米吉・

総同盟会長（左）。三者構成がスター

トした（１９５５年９月�日）。

■

三

原

則

と

八

原

則

　

日

本

生

産

性

本

部

創

設

時

の

会

長

は

石

坂

泰

三

（

東

京

芝

浦

電

気

社

長

）

、

副

会

長

は

永

野

重

雄

（

富

士

製

鐵

社

長

）

と

中

山

伊

知

郎

（

一

橋

大

学

学

長

）

、

専

務

理

事

は

郷

司

浩

平

（

経

済

同

友

会

事

務

局

長

）

。

理

事

も

含

め

役

員

は

経

営

と

学

識

の

み

。

労

働

側

の

足

並

み

が

そ

ろ

わ

ず

、

二

者

構

成

で

の

ス

タ

ー

ト

だ

っ

た

。

三

者

構

成

と

な

る

の

は

ほ

ぼ

半

年

後

の

こ

と

。

カ

ギ

と

な

っ

た

の

は

生

産

性

運

動

三

原

則

だ

。

　

１

９

５

５

年

５

月

�

日

、

関

係

９

省

事

務

次

官

と

日

本

生

産

性

本

部

役

員

で

構

成

す

る

第

１

回

日

本

生

産

性

連

絡

会

議

が

開

か

れ

、

「

生

産

性

向

上

運

動

に

関

す

る

了

解

事

項

」

と

し

て

三

原

則

を

決

定

し

た

。

「

雇

用

の

維

持

・

拡

大

」

「

労

使

の

協

力

と

協

議

」

「

成

果

の

公

正

な

分

配

」

か

ら

な

る

三

原

則

は

、

以

後

の

生

産

性

運

動

の

基

本

方

針

と

な

っ

た

。

　

こ

れ

に

対

し

て

、

総

同

盟

（

日

本

労

働

組

合

総

同

盟

）

は

同

年

６

月

の

中

央

委

員

会

で

「

生

産

性

向

上

に

対

す

る

基

本

原

則

」

と

し

て

八

原

則

を

決

定

。

本

部

の

三

原

則

と

八

原

則

が

同

一

趣

旨

で

あ

る

こ

と

が

確

認

さ

れ

、

両

者

は

９

月

�

日

、

共

同

確

認

書

に

調

印

、

総

同

盟

の

生

産

性

運

動

参

加

が

決

ま

っ

た

。

　

続

い

て

、

全

日

本

海

員

組

合

も

参

加

を

決

定

。

総

同

盟

・

海

員

組

合

の

二

人

の

労

働

組

合

側

理

事

を

加

え

た

初

の

理

事

会

は

�

月

�

日

に

開

か

れ

た

。

■

Ｉ

Ｌ

Ｏ

の

フ

ィ

ラ

デ

ル

フ

ィ

ア

宣

言

　

生

産

性

運

動

三

原

則

の

端

緒

に

な

っ

た

の

は

１

９

４

４

年

５

月

�

日

に

発

表

さ

れ

た

Ｉ

Ｌ

Ｏ

（

国

際

労

働

機

構

）

の

フ

ィ

ラ

デ

ル

フ

ィ

ア

宣

言

だ

っ

た

。

「

労

働

は

、

商

品

で

は

な

い

」

か

ら

始

ま

る

こ

の

宣

言

に

は

、

「

完

全

雇

用

及

び

生

活

水

準

の

向

上

」

「

成

果

の

公

正

な

配

分

を

保

障

」

「

生

産

性

向

上

に

関

す

る

経

営

と

労

働

の

協

力

」

な

ど

が

盛

り

込

ま

れ

て

お

り

、

第

二

次

大

戦

末

期

や

戦

後

欧

州

の

政

府

及

び

労

使

、

ひ

い

て

は

日

本

で

生

産

性

向

上

を

考

え

る

人

々

に

も

強

い

影

響

を

与

え

、

有

力

な

指

針

と

な

っ

た

。

（

文

中

・

敬

称

略

）

【

参

考

文

献

】

『

生

産

性

運

動

�

年

史

』

（

社

会

経

済

生

産

性

本

部

、

２

０

０

５

年

）


